
引き継がれる舞鶴の真心

若浦中３年
前田和香さん

戦
後
13
年
間
に
わ
た
り
引
揚
者
約

66
万
人
を
受
け
入
れ
た
「
引
き
揚
げ
の

ま
ち
」
と
し
て
、
引
揚
記
念
館
を
中
心

に
引
き
揚
げ
や
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
史
実

を
後
世
に
継
承
し
、
平
和
の
尊
さ
を
広

く
発
信
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
で
平

和
学
習
を
通
し
て
史
実
を
次
世
代
へ
継

承
す
る
た
め
、
市
外
か
ら
の
修
学
旅
行

な
ど
の
誘
致
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

５
月
18
日
、
八
王
子
市
立
第
三
中
学

校
（
東
京
都
）
の
生
徒
約
１
１
０
人
が

引
揚
記
念
館
を
訪
問
。
語
り
部
活
動
を

し
て
い
る
地
元
中
学
生
11
人
、
高
校
生

１
人
と
交
流
し
ま
し
た
。
交
流
で
は
第

三
中
生
徒
が
学
ん
だ
東
京
大
空
襲
の
発

表
を
し
た
後
、
若
浦
中
生
徒
が
学
校
活

動
を
紹
介
。
両
校
が
事
前
に
用
意
し
て

い
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
交
換
し
た
後
、

館
内
を
語
り
部
の
生
徒
た
ち
が
説
明
し

な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

見
学
で
は
、
収
容
所
を
再
現
し
た
抑
留

体
験
室
や
抑
留
者
同
士
が
も
め
な
い
よ
う

少
な
い
食
料
を
グ
ラ
ム
単
位
で
分
け
る
食

事
の
様
子
な
ど
を
説
明
。第
三
中
生
徒
は
、

熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

説
明
が
終
わ
る
と
同
世
代
と
い
う
こ
と
で

会
話
も
弾
み
、
東
京
の
流
行
や
舞
鶴
の
方

引
き
継
が
れ
る

　
　
　
舞
鶴
の
真
心

　「引き揚げの史実を次の世代に伝えたい」とい
う子ども達の思いから、語りの会の中学生・高校
生サポーターが始まりました。子ども達に一番学
んでもらいたいのは、家族の大切さです。シベリ
ア抑留の語り部を通じて知った「親が子を思う」
という愛情や「家族のためになんとしても生きて
帰る」という絆を通じて、家族のことを思うきっ
かけになればいいなと思います。
　説明するときも講座で学んだことをそのまま話
すのではなく、自分の言葉にできているサポータ
ーもいて頼もしいです。進学などで一度舞鶴を出
てしまっても誇りを持って話
してくれたら嬉しいですね。

NPO 法人舞鶴・引揚語りの会
理事長
宮本光彦さん

言
「
ち
ゃ
っ
た
」
な
ど
の
話
題
で
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

東
京
の
中
学
生
を
温
か
い
お
も
て
な

し
の
心
で
案
内
し
、
生
徒
が
帰
り
の
バ

ス
へ
向
か
う
際
、
語
り
部
の
生
徒
た
ち

が
名
残
惜
し
そ
う
に
笑
顔
で
手
を
振
る

姿
に
は
、
引
き
揚
げ
当
時
の
市
民
に
通

じ
る「
舞
鶴
の
真
心
」が
見
ら
れ
ま
し
た
。

▪
中
学
生
・
高
校
生
の
語
り
部

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
舞
鶴
・
引
揚
語
り
の
会

に
は
62
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
所
属
。
毎
日

午
前
・
午
後
２
人
ず
つ
で
目
印
の
白
い

ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
来
館
者

を
案
内
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
・
高
校
生
の
語
り
部
は
、
引

揚
記
念
館
の
実
施
す
る
語
り
部
養
成
講

座
を
受
講
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
舞
鶴
・
引

揚
語
り
の
会
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
登
録
さ

れ
た
生
徒
た
ち
で
構
成
。
登
録
人
数
は

17
人
（
６
月
１
日
時
点
、
東
舞
鶴
高
２

年
生
２
人
、
西
舞
鶴
高
２
年
生
１
人
、

日
星
高
１
年
生
１
人
、
若
浦
中
３
年
生

８
人
、
２
年
生
４
人
、
福
知
山
市
立
桃

映
中
３
年
生
１
人
）。
休
日
や
夏
休
み
な

ど
の
長
期
間
の
休
み
で
来
れ
る
日
や
イ

ベ
ン
ト
の
と
き
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　小学６年の時に引揚記念館に行って、もっと引き揚げについ
て知りたいと興味を持ちました。そして、中学１年の３学期に
語り部をしていた２つ上の先輩の話を聞いて「私も語り部にな
りたい」と思い、語り部養成講座を受け始めました。講座の中
で印象的だったのはシベリア抑留の話で、いつも一緒にいる家
族がいなくなるのはとても悲しくなるだろうなと思いました。
　語り部として話すときは、相手に伝わるように気を付けていま
す。特に、ラーゲリー（収容所）の食事の様子の展示コーナーでは、
引揚記念館の人に教えてもらった「衣・食・住に分けて話す」と
いう工夫をしています。語りの会の皆さんと話すこともあります
が、抑留体験者の話も聞けて、言葉の重みの違いを感じます。ひ
とりでも多くの人が戦争を「戦争」という言
葉で終わらせるのではなく、戦争の深いとこ
ろまで知ってほしいなと思います。

語り部それぞれの思い
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修学旅行生との交流終了後のミーティングでは笑みがこぼれる
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